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　２月１日、農村環境改善センターを会場に趣味の講座「苔
テラリウム教室」を開催しました。遊学の森 “森の案内人”
の方を講師に、苔や小石、貝殻等を自分好みに配置。参加
者の皆さんは出来上がった苔テラリウムを並べ、興味深そ
うに鑑賞していました。３月11日は、クラフトバンド教
室を行います。ちょっと一息、皆さんもぜひ参加してみま
せんか。

　２月11日、ちいさな町のちいさい花屋さん（十日町）の
栗田由香氏を講師に親子17組が参加し、素焼きの鉢植え
に色付けしたり、タイルを張り付けたりしてオリジナル鉢
をつくりました。また、18日には世界にひとつしかない
鉢に可愛いお花の寄せ植えを行いました。この事業は家庭・
園・地域が連携して幼児期の子どもを育むことを目的に幼
児共育として県が展開しているものです。

　２月10日、新庄南高金山校の生徒46名が、一人暮らし
高齢者宅や、高齢夫婦世帯の除雪ボランティアを行いまし
た。気温が低い日が続いたため雪がとても固くなっていま
したが、生徒たちはスコップやくわなどを使い、砕く人、
運ぶ人など業務を分担しながら軒下や間口の除雪に汗を流
しました。住民の方と会話しながら、充実したボランティ
ア活動を行いました。

　２月９日、金山町身体障がい者福祉協会「やまぼうしの
会」とミニサロンの会が、交流会並びにDVD鑑賞会を行
いました。これは身障協会の会員が減少していることに伴
い、ミニサロンの会員や町内の高齢者に活動の内容を知っ
てもらい、交流の場を増やしていくために開催されたもの
です。参加者たちは100歳体操で身体をほぐした後、チー
ムごとモルックを楽しみました。やまぼうしの会会員募集
中！　　　　　　　　　問 社会福祉協議会 ☎52－7093

　この春に自衛官候補生として自衛隊に新入隊する、正野
華さん（七日町）、栗田勇樹さん（小蝉）の激励会を２月20
日に開催しました。多賀城駐屯地に着任予定の正野さんは
「女性自衛官として大変なことも多いと思うが楽しさやや
りがいを見つけたい」と、神町駐屯地に着任予定の栗田さ
んは「困っている人に寄り添えるような自衛官になりたい」
と決意を述べました。

　２月19日、グリーンバレー神室を会場に神室雪まつり
を開催しました。あいにくの雨でしたが、親子連れなど多
くの来場者で賑わいました。刺繍ワッペンやフラワーアレ
ジメントのワークショップでは、子どもたちが楽しそうに
作品作りをする姿がみられました。日が落ちると、毎年恒
例のカラフルな雪中花火が夜空に映し出され、グリーンバ
レー神室に彩りを添えました。

　内閣府が実施する令和４年度「家族の日」写真コンクー
ルにおいて、神沼幸希さん（七日町）が優秀賞を受賞され
ました。受賞した作品は、七日町子ども育成会の夏の行事
で、大人と子どもが一緒に川遊びを楽しんでいる場面を撮
影したものです。審査員からは「遊び方や人との付き合い
方など地域の大人と肌で感じながら学んでいくことは素晴
らしい」と評価されました。受賞おめでとうございます。

▼モルックはお手の物！と白熱した対戦が繰り広げられた

▲作業を分担しながら除雪に取り組む生徒たち

▼世界にひとつだけのオリジナル鉢づくりを楽しんだ親子たち

▼タイトル「ないってかいっておもへっけにゃ！」

▲お気に入りの苔を貝殻にのせたりして楽しむ参加者の皆さん

▲入隊する正野さん（中央左）と栗田さん（中央右）

①雪上バナナノートで大興奮の様子
②③ワークショップでの作品づくり
④夜には雨がやみ大輪の花火が雪まつりを締めくくった

幼児共育ふれあい広場
親子で鉢植えづくりにトライ！

写真コンクール「地域の絆部門」
内閣府特命担当大臣表彰受賞

　趣味を通して気分転換
苔テラリウムづくり　

高齢者宅６軒で雪かき
新庄南高金山校生徒が除雪ボランティア

やまぼうしの会＆ミニサロンの会
身体を動かし笑顔の交流

　神室雪まつりを開催
多くの来場者で賑わう　

自衛隊入隊者激励会
２名の若者が自衛隊に新入隊
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